
性別を超えて多様な価値観を理解し合う座談会を開催

北見地域拠点

○ 施策分類
担い手・女性

○ きっかけ・背景、課題の把握
   当拠点では女性農業者の経営参画と活躍推進を後押しすること
を目的として、令和４及び５年度に、幅広い年代の女性の参加を
得て、価値観カード（※）を使ったワークショップを実施した。
参加者から好評を得た一方、男女問わず互いの価値観を共有し、
理解を深める場の開催を求める声が寄せられた。
※価値観カード：自己理解や他者理解を深めるツール

○ 取組の内容
 JA北海道中央会北見支所・JAオホーツク網走の協力を得て、こ
れからの農業を担う若い世代（20～40代）の男女農業者を対象に
した座談会を実施した。拠点職員が進行役となり、｢農業に携わ
る中で大切にしたい価値観｣をテーマに、価値観カードを用いな
がら、日頃からの想いを参加者それぞれが語り合った。

○ 効果・成果、今後の方向性
 アンケートでは、参加者全員から高評価を得ることができ、
｢地域や性別を超えて多様な価値観に触れられた｣という感想や
「またやってみたい」という継続開催の要望があった。このこと
から、価値観カードを媒介とした対話が、自己理解・相互理解を
深める有意義な場となったと考えられる。
 今後は、参加者への事後ヒアリングを行い、農業経営につなが
るよう内容を改良し、継続的な取組につなげていきたい。

体制図

北海道農政事務所令和７年度

男性農業者、女性農業者の相互理解のきっかけづくりを目的に、価値観カードを用いて、農業へ
の想い（農業観）を話し・聴くワークショップ形式の座談会を開催

【農地・担い手対策】
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「男性・女性関わらず、ざっくばらん
に
 農業について話す座談会～それぞれ  
の農業観を話そう・聴こう～」
日にち：令和7年3月27日（木曜日）

場所：網走市（JAオホーツク網走）

拠点職員の進行 選んだ価値観についての対話

対象 女性農業者
・農村女性ネットワーク
・女性農業者グループ

男性・女性農業者
・JAオホーツク網走
・青年部・女性部フレッシュミズ部会

「私の大切な
価値観」

「農業に携わる中で
 大切な価値観」

価値観カード

農業改良普及
センター

JA北海道中央会北見支所
JAオホーツク網走

令和4年度 令和5年度 今 回

全体進行

グループ進行

得られた
こと

自己理解が深まり、
自分で決める・動く
主体性につながる

可能性

遠軽町農村女性ネッ
トワーク情報交換会

令和５年１月１９日

女性農業者グループ
愛夢ネット・kirariウエ
ルカム合同研修会

令和５年３月１３日

オホーツク農村女性
ネットワークkirariウエ
ルカム研修会

令和５年１１月２４日

反復実施の効果
性別を超えて
相互理解が深まるコンテンツ
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